
（1） 会報誌　第31号 令和３年６月2 5日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
が
長
期
化
す
る

な
か
、
歯
科
保
健
医
療
の

第
一
線
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

国
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
、
ウ
イ
ル

ス
と
人
類
と
の
闘
い
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

感
染
症
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
て
い
た
現
代
人
に
は
、
全
く
想
定
外

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
感
染
症
が
も
た

ら
す
不
条
理
は
今
の
時
代
で
も
同
様
で
あ
り
、
感
染
や
死
の
恐
怖
に
怯

え
る
弱
い
存
在
だ
っ
た
こ
と
に
、
多
く
の
人
が
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
環
境
下
で
も
、
歯
科
保
健
医
療
を
支
え
る
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
が
尽
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
皆
様
に
対
し
て
、
ど
う
か
ご
無
事
で
職
責
を
果
た
さ
れ
て
欲

し
い
と
願
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
何
か
母
校
と
し
て
も

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
事
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
校
友
会
の
皆
様
に

向
け
た
情
報
発
信
の
強
化
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
急
速
に
普
及
し
、
講
義
も
Ｗ
ｅ
ｂ
で
済
む
環
境
が
全
国
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
源
は
卒
業
生
の
生
涯
教
育
に
も
役
立
て

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
九
八
三
年
に
附
属
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し
た
本
学
で
す
が
、
国

家
試
験
の
合
格
率
は
開
学
以
来
一
〇
〇
％
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
新

潟
生
命
歯
学
部
と
連
携
し
た
教
育
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
常
に
最

新
の
教
育
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
教
育
力
の
充
実

に
向
け
て
教
員
一
同
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
実
は
私
の
妻
は
附
属
専
門
学
校
時
代
の
卒
業
生
で

あ
り
ま
し
て
、
妻
の
母
校
の
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
公
私
と

も
に
ご
縁
の
あ
る
学
校
だ
と
驚
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
雪
つ
ば
き
だ

よ
り
」
も
妻
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
原

稿
を
書
く
身
に
な
る
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
妻
の

母
校
で
も
あ
る
こ
の
学
校
に
身
を
置
く
以
上
、
私
は
全
力
で
業
務
に
あ

た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

母
校
に
対
し
て
の
ご
支
援
、
校
友
会
活
動
へ
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学　

学
長　
　

小
松
﨑
　
　
　
明

卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
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３
号
館
２
Ｆ
会
議
室　

出
席
理
事
：
７
人

④
令
和
３
年
３
月
８
日
㈪

　

３
号
館
２
Ｆ
会
議
室　

出
席
理
事
：
７
人

　

主
な
審
議
事
項

　

・ 

校
友
会
組
織
に
つ
い
て
（
常
任
理
事
お

よ
び
役
員
の
選
任
）

　

・
令
和
２
年
度
研
修
会
に
つ
い
て

　

・
校
友
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

　

・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

・
令
和
２
年
度
総
会
に
つ
い
て

　

・
令
和
３
年
度
研
修
会
に
つ
い
て

　

・
令
和
３
年
度
総
会
に
つ
い
て

⑶
役
員
会　

※ 

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
）

　

期
日
・
会
場

①
令
和
２
年
７
月
５
日
㈰

②
令
和
３
年
３
月
14
日
㈰

２
．
研
修
会

　

※ 

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

　

 

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
校
友
会　

研
修
会

　

日
時
：
令
和
２
年
７
月
５
日
㈰

　

会
場
：
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学

　
　
　
　

３
３
１
教
室
・
３
３
２
教
室

　

内
容
： 

１
．実
践
歯
周
基
本
治
療
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス

　
　
　
　
「
歯
周
基
本
治
療
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

〜
歯
周
病
の
新
分
類
と

 

治
療
の
流
れ
〜
」

令
和
２
年
度　

事
業
経
過
報
告

１
．
会
議

⑴
総
会　

※ 

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
）

　

期
日
：
令
和
３
年
３
月
14
日
㈰

　

会
員
総
数
１
，９
１
１
人

　
（
令
和
２
年
３
月
８
日
現
在
）

　

内
不
明
者
５
６
４
人

　

委
任
状　

 

３
７
０
人
（
総
会
中
止
の
決
定

以
前
に
案
内
送
付
済
み
）

　

議
題
：
第
１
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
２
年
度 

事
業
経
過
報
告

　
　
　
　

第
２
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
２
年
度 

収
支
決
算
報
告

　
　
　
　

第
３
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度 

事
業
計
画
案

　
　
　
　

第
４
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度 

予
算
案

　
　
　
　

第
５
号
議
案

　
　
　
　
　

１
）
校
友
会
次
期
理
事
の
選
出

　
　
　
　
　

２
）
校
友
会
新
役
員
の
選
出

　

結
果
：
承
認

⑵
理
事
会

　

期
日
・
会
場　

①
令
和
２
年
４
月
13
日
㈪

　

➡
メ
ー
ル
会
議
：
４
月
27
日
㈪

 

〜
５
月
13
日
㈬

　

出
席
理
事
：
11
人

②
令
和
２
年
６
月
29
日
㈪
中
止

③
令
和
２
年
９
月
７
日
㈪

令
和
二
年
度
（
第
三
十
一
回
）

令
和
二
年
度
（
第
三
十
一
回
）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
校
友
会
総
会

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
校
友
会
総
会
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２
．
学
び
直
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス

　
　
　
　
「
歯
科
診
療
の
医
療
安
全
管
理

　
　
　
　

〜
接
遇
の
基
本
と
滅
菌
・

 

消
毒
の
適
切
な
選
択
〜
」

　

講
師
：
１
．
笹
出
線
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

歯
科
医
師　

阿
部
祐
三
先
生

　
　
　
　

２
．
日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院

　
　
　
　

歯
科
衛
生
士　

松
岡
恵
理
子
先
生

３
．
広
報
活
動

　

次
の
内
容
に
よ
り
、
新
潟
短
期
大
学
校
友

会
活
動
の
認
識
と
周
知
活
動
に
努
め
た
。

① 

会
報
「
校
友
会
だ
よ
り
」
を
、
令
和
２
年

７
月
に
校
友
会
Ｈ
Ｐ
上
で
掲
載
し
た
。

② 

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
びFacebook

で
情
報
を
発
信
し
た
。

４
．
校
友
会
新
会
員
加
入

　

組
織
の
拡
大
強
化
と
歯
科
衛
生
士
の
職
業

の
地
位
向
上
確
立
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月

26
日
㈫
に
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
三

年
生
の
校
友
会
加
入
お
よ
び
活
動
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

令
和
３
年
度　

事
業
計
画
案

１
．
事
業
内
容

⑴
研
修
会
開
催
事
業

　

※ 

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

⑵
広
報
活
動
事
業

　

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
の
現
在

の
様
子
・
会
の
動
き
・
保
健
医
療
を
取
り
巻

く
社
会
の
動
向
や
視
点
等
に
つ
い
て
情
報
提

供
す
る
た
め
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Facebook

で
情
報
を
発
信
し
、
年
１
回
の
会

報
「
雪
つ
ば
き
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
（
令

和
３
年
６
月
）。

⑶
組
織
拡
大
強
化

　

新
卒
業
生
の
会
員
加
入
を
案
内
す
る
。（
令

和
３
年
12
月
）

２
．
諸
会
議

⑴
総
会
の
開
催
（
年
１
回
）

　

令
和
４
年
３
月
13
日
㈰

　

令
和
３
年
度
事
業
決
算
報
告
総
会

⑵
理
事
会
の
開
催
（
年
４
回
）

　

令
和
３
年
４
月
12
日
㈪

　

令
和
３
年
６
月
28
日
㈪

　

令
和
３
年
９
月
６
日
㈪

　

令
和
４
年
３
月
７
日
㈪

⑶
役
員
会
の
開
催
（
年
２
回
）

　

令
和
３
年
７
月
４
日
㈰

　

令
和
４
年
３
月
13
日
㈰

令和２年度　決算
〈令和２年度収入〉

決　算 前年予算 増　減 備　考
1．事業活動収入
①会費収入 ¥ 560,000 ¥ 580,000 △¥ 20,000
　新入会員会費
 （￥10,000×56名）
②事業収入 ¥ 0 ¥ 104,000 △¥ 104,000
　受講料収入 ¥ 0 
③雑収入 ¥ 60,054 ¥ 60,052 ¥ 2
　受取利息収入 ¥ 54 東京三菱UFJ銀行
　広告収入
 （¥15,000×4社） ¥ 60,000 

事業活動収入合計 ¥ 620,054 ¥ 744,052 △¥ 123,998
前年繰り越し ¥ 6,039,276 
収入会計A ¥ 6,659,330 

〈令和２年度支出〉
決　算 前年予算 増　減 備　考

2．事業活動支出
①事業費支出 ¥ 238,500 ¥ 634,859 △¥396,359
　旅費交通費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　通信運搬費支出 ¥ 0 ¥ 228,096 △¥ 228,096 総会葉書代（今年度は総会中止）
　消耗品費支出 ¥ 0 ¥ 5,444 △¥ 5,444
　印刷製本費支出 ¥ 38,500 ¥ 133,056 △¥ 94,556 雪つばきだよりデータ作成
　諸謝金支出 ¥ 0 ¥ 45,910 △¥ 45,910
　校友会周年事業積立 ¥ 200,000 ¥ 200,000 ¥ 0 
　雑支出 ¥ 0 ¥ 22,353 △¥ 22,353
②管理費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　会議費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　交際費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　旅費交通費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　消耗品費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　貸借料支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
　雑支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0
支出会計B ¥ 238,500 ¥ 634,859 △¥ 396,359
次年繰り越し（Ａ−Ｂ）＝¥6,420,830

令和３年度　予算案
〈令和３年度収入〉

科　目 予算額 前年予算 増　減 備　考
1．事業活動収入
①会費収入 ¥ 590,000 ¥ 560,000 ¥ 30,000
　新入会員会費
 （￥10,000×59名）
②事業収入 ¥ 60,000 ¥ 0 ¥ 60,000
　受講料収入
 （￥2,000×30名）
③雑収入 ¥ 60,000 ¥ 60,054 △¥ 54
　広告収入
 （￥15,000×4社）
事業活動収入計 ¥ 710,000 ¥ 620,054 ¥ 89,946
前年繰り越し ¥ 6,420,830 
収入合計 ¥ 7,130,830

〈令和３年度支出〉
科　目 予算額 前年予算 増　減 備　考

2．事業活動支出
①事業費支出 ¥ 618,169 ¥ 613,506 ¥ 4,663
　旅費交通費支出 ¥ 0 ¥ 0 ¥ 0 
　通信運搬費支出 ¥ 221,169 ¥ 228,096 △¥ 6,927 総会葉書代
　消耗品費支出 ¥ 6,000 ¥ 5,444 ¥ 556 
　印刷製本費支出 ¥ 140,000 ¥ 133,056 ¥ 6,944 雪つばきだより印刷代
　諸謝金支出 ¥ 50,000 ¥ 45,910 ¥ 4,090 
　校友会周年事業積立 ¥ 200,000 ¥ 200,000 ¥ 0 
　雑支出 ¥ 1,000 ¥ 1,000 ¥ 0
②管理費支出 ¥ 280,500 ¥ 0 ¥ 280,500 
㈱サラト 初年度登録料 ¥ 280,500 ¥ 0 ¥ 280,500 データ整備・会員本登録

¥ 0 ¥ 0 ¥ 0 
¥ 0 ¥ 0 ¥ 0 
¥ 0 ¥ 0 ¥ 0 
¥ 0 ¥ 0 ¥ 0 

¥ 0 
支出合計 ¥ 898,669 ¥ 613,506 ¥ 285,163
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令
和
三
年
度
　
役
　
員
　
紹
　
介

会

長
　
吉
富
　
美
和

副
会
長
　
坂
井
　
由
紀

副
会
長
　
宮
崎
　
晶
子

監

査
　
小
林
　
恵
子

監

査
　
土
田
江
見
子

会
計
委
員
　
桐
生
　
雅
恵

会
計
理
事
　
鈴
木
　
明
子

会
計
委
員
　
佐
々
木
典
子

会
計
委
員
　
筒
井
　
紀
子

会
計
委
員
　
星
　
　
美
幸

会
計
理
事
　
古
厩
か
お
り

会
計
委
員
　
平
野
　
真
澄

庶
務
委
員
　
煤
賀
　
美
緒

庶
務
委
員
　
松
田
　
知
子

庶
務
理
事
　
平
野
　
恵
実

庶
務
委
員
　
岩
野
　
貴
子

庶
務
理
事
　
元
井
　
志
保

庶
務
委
員
　
嵐
　
　
聖
芽

事
業
理
事
　
佐
藤
　
治
美

事
業
委
員
　
相
方
　
恭
子

事
業
委
員
　
笹
川
　
美
和

事
業
委
員
　
菊
地
ひ
と
み

事
業
委
員
　
遠
山
麻
衣
子

事
業
委
員
　
岡
田
　
優
香

事
業
委
員
　
高
井
　
楽
々

編
集
理
事
　
土
田
　
智
子

編
集
理
事
　
畠
　
由
美
子

編
集
委
員
　
澤
田
　
佳
世

編
集
委
員
　
大
竹
茉
友
子

編
集
委
員
　
諸
田
　
聖
佳

編
集
委
員
　
高
井
　
　
幸

編
集
委
員
　
萱
中
　
夢
乃

回
生

幹
事
名

１
吉
富　

美
和

永
田　

智
子

二
瓶　

美
和

島
田
か
お
り

２
鈴
木　

明
子

林　
　

智
子

３
山
田
千
賀
子

後
藤　

好
子

４
皆
沢　

麻
美

中
野　

荘
子

本
間　

晶
恵

５
小
林　

恵
子

中
村
祐
美
子

松
井
奈
緒
美

６
宮
崎　

晶
子

熊
坂　

智
子

中
林　

孝
子

青
木　

朋
子

７
高
橋　

明
恵

石
井　

直
子

石
黒
佐
江
子

桜
井　

恭
子

８
澤
田　

佳
世

長
谷
川
陽
子

佐
久
間
陽
子

回
生

幹
事
名

９
佐
藤　

治
美

佐
々
木
典
子

高
橋　

祥
子

石
川
可
奈
子

繁
野　

真
樹

⓾
畠　

由
美
子

片
野　

志
保

渡
辺　

理
恵

⓫
松
田　

知
子

生
田
千
香
子

村
瀬　

麻
里

中
村　
　

文

⓬
坂
井　

由
紀

相
方　

恭
子

土
田
江
見
子

土
田
江
里
子

太
田　

裕
美

高
瀬　
　

恵

⓭
安
藤　

愛
美

岡
田　

里
美

⓮
岩
野　

貴
子

佐
脇　

祥
代

石
津　

優
子

岡
部　

野
衣

⓯
松
木　

奈
美

浜
浦
久
美
子

安
達
さ
お
り

回
生

幹
事
名

⓰
土
田　

智
子

平
野　

恵
実

伊
藤　

知
子

平
田　

誓
子

吉
田
い
ず
み

⓱
筒
井　

紀
子

古
厩
か
お
り

杉
浦　
　

慈

小
林　

幸
世

平
野　

真
弓

⓲
星　
　

美
幸

久
保
田
奈
々

木
村　

知
佳

巌　

理
恵
子

⓳
笹
川　

美
和

川
崎　

美
紀

元
井　

志
保

板
垣　
　

愛

⓴
柿
原　

裕
美

石
月
絵
里
子

千
葉　

愛
美

㉑
木
全　

祐
香

鎌
倉　

沙
弥

渡
辺　

理
美

相
馬
あ
ゆ
み

萬
歳
麻
希
子

三
浦　

綾
子

回
生

幹
事
名

㉒
菊
地
ひ
と
み

大
澤
え
り
子

梁　
　

由
美

㉓
三
富　

世
理

山
際　

清
香

原　
　

彩
香

㉔
桐
生　

雅
恵

岡
部　

文
乃

今
成　

麻
美

成
本　

麻
美

吉
原　

香
織

㉕
煤
賀　

美
緒

阿
部　

瑞
恵

佐
藤　

玲
子

若
月　

真
実

㉖
生
田
沙
也
香

酒
井　

優
奈

冨
田　

紗
綾

㉗
後
藤　

彩
乃

隅
田　

朋
香

関
根
智
奈
美

㉘
五
十
田
友
理
恵

加
藤　

玲
奈

相
馬　

有
紗

29
品
田　

里
穂

菅
井　

沙
織

遠
山
麻
衣
子

島
村
結
岐
乃

回
生

幹
事
名

30
五
十
嵐
香
織

小
林　

由
真

布
川　
　

蒔

31
池
田
真
奈
美

吉
田　

杏
奈

丸
田　

彩
乃

32
井
川　
　

愛

岡
部　

未
来

成
田　

美
穂

岡
田　

優
香

33
大
竹
茉
友
子

平
野　

真
澄

湯
本　

真
央

34
嵐　
　

聖
芽

佐
藤　
　

郁

諸
田　

聖
佳

35
相
模
結
里
恵

萱
中　

夢
乃

高
井　
　

幸

高
井　

楽
々

36
田
辺　

菜
月

時
田　

実
河

松
岡　

萌
衣

（
役
員
（
太
字
）、
幹
事
は
以
下
の
通
り
）

第
36
回
生
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会
員
の
声

三
年
間
の
学
校
生
活
を
通
し
て

36
回
生　

田
辺　

菜
月

　

私
が
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
を
志
望
し

た
理
由
は
、
高
校
生
の
時
に
祖
父
が
脳
梗
塞
で
入

院
し
て
い
る
際
に
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
歯
科
衛
生
士
に
な
り
た
い
と
思
い
、

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
に
志
望
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
で
は
科
目
数
も
多
く
、
課
題
や
実
習
で

毎
日
大
変
で
し
た
が
周
り
の
友
人
や
先
生
の
協
力

も
あ
り
、
こ
の
学
校
で
し
か
学
べ
な
い
勉
学
や
実

習
な
ど
の
歯
科
衛
生
士
と
し
て
必
要
な
知
識
の
身

に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
年
生
に
進
級
し
、
今
ま
で
教
科
書
や
講
義
を

中
心
と
し
た
文
字
や
写
真
な
ど
の
知
識
で
し
た
が
、

病
院
実
習
で
は
そ
の
知
識
を
臨
床
で
生
か
せ
る
た

め
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
患
者
さ
ん
や
先
生
に
よ
り
変
わ

る
処
置
で
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
悔
し

い
思
い
を
何
度
も
し
、
予
習
と
復
習
の
繰
り
返
し
で

毎
日
が
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
毎
日
大
変
で
し

た
が
実
習
班
の
み
ん
な
が
い
た
お
か
げ
で
多
く
の
困

難
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
私
達
の
学
年
は
一
年
間
の
病
院
実
習
を
半
年

間
し
か
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
臨
床
経
験
も
少
な
い

た
め
受
験
勉
強
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
授
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
自
分

の
ペ
ー
ス
で
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

た
め
、国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

国
家
試
験
が
終
わ
り
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

き
た
三
年
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。
私
が
三
年
間
を

通
し
て
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、
支
え
て
く
れ
る
人
の

大
切
さ
で
す
。
歯
科
衛
生
士
の
国
家
試
験
に
合
格

で
き
た
の
は
短
大
の
先
生
方
、
臨
床
で
指
導
し
て

く
れ
た
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
さ
ん
、
事
務
の

方
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
、
国
家
試
験
に
合

格
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
在
宅
歯
科
医
療
学
専
攻
科
に
進
学

し
、
主
に
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
い

き
ま
す
。
専
攻
科
で
は
臨
床
実
習
を
通
し
て
単
に
口

腔
内
を
診
て
ケ
ア
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
る
上

で
必
要
な
食
べ
る
機
能
や
生
活
環
境
も
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
な
歯
科
衛
生
士
に
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

36
回
生　

時
田　

実
河

　

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
で
過
ご
し
た
三

年
間
と
い
う
期
間
は
長
い
よ
う
で
、
振
り
返
っ
て

み
る
と
と
て
も
短
く
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
短
い
よ
う
に
感
じ
た
学
生
生
活
の
中
に
色
々

な
出
来
事
が
あ
り
、
多
く
の
思
い
出
を
残
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

一
年
生
で
は
、
初
め
て
学
ぶ
言
葉
や
覚
え
る
こ
と

が
多
く
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
た
ち
と
高

め
合
い
な
が
ら
一
生
懸
命
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

　

二
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
病
院
実
習
で
は
、
人
の

役
に
立
つ
人
間
に
な
る
た
め
に
は
、
豊
富
な
知
識

と
正
し
い
技
術
、
そ
し
て
相
手
へ
の
思
い
や
り
が
と

て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
の
こ
と
を
第
一
優
先
に
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際

に
は
緊
張
や
不
安
で
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕

が
な
く
、
自
分
の
無
力
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
不
安
な
毎
日
を
送
る
中
、
私
の
こ
と
を
覚
え

て
い
て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
や
、
笑
顔
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
し
て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
に
出

会
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先

生
が
困
っ
て
い
る
と
感
じ
た
と
き
に
勇
気
を
出
し

て
先
生
の
た
め
に
行
動
を
す
る
と
、
と
て
も
喜
ん

で
く
だ
さ
り
、「
そ
の
精
神
で
頑
張
れ
ば
き
っ
と
成

長
で
き
る
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
経
験
か
ら
、
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
の
喜

び
や
、
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
る
た
め
に
は
相

手
の
為
に
勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が

重
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
習
が
出
来
な
く
な
っ
た

り
、
慣
れ
な
い
Ｗ
ｅ
ｂ
授
業
や
長
期
の
自
宅
学
習

な
ど
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
と

共
に
助
け
合
い
、
無
事
に
国
家
試
験
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
仲
間
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
の
一
年
は
専
攻
科
生
と
し
て
更
に
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
今
以
上
に
社
会
に
貢
献
で

き
る
私
へ
と
成
長
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
将
来
は
沢
山
の
人
々
の
心
と
身
体
を

健
康
へ
と
導
き
、
幸
せ
な
人
生
を
送
る
手
助
け
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

36
回
生　

松
岡　

萌
依

　

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
で
の
学
生
生
活

は
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
が
、
想
像
と
は

少
し
違
う
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

入
学
後
は
、
初
め
て
学
習
す
る
内
容
や
新
し
い
環

境
に
不
安
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
く
で
き
た

友
人
や
先
生
方
の
支
え
も
あ
り
不
安
も
多
か
っ
た
一

年
間
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
年
生
に
な
り
、
病
院
実
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
は

自
分
の
知
識
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
、
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
変
わ
る
処
置
に
つ
い
て
い

く
の
に
必
死
で
し
た
。
覚
え
る
こ
と
も
気
を
張
る
こ

と
も
多
く
な
り
、
目
が
回
り
そ
う
な
毎
日
で
し
た
が

不
安
な
こ
と
は
共
有
し
、
励
ま
し
あ
っ
た
こ
と
で
仲

間
の
存
在
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

病
院
実
習
に
も
慣
れ
始
め
た
頃
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
実
習
と
授
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
課
題
を
自
宅
で
行
う
日
々
が
続
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
二
年
生
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な

り
、
国
家
試
験
勉
強
も
本
格
化
す
る
中
で
、
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
授
業
を
聞
い
て
は
い
る
も
の
の
、し
っ

か
り
勉
強
が
で
き
て
い
る
の
か
不
安
が
募
り
ま
し
た
。

　

数
か
月
ぶ
り
に
実
習
が
再
開
し
、
短
い
期
間
で
し

た
が
残
り
の
全
診
療
科
を
回
り
、
病
院
実
習
が
終
了

し
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
は
全
員
マ
ス
ク
、距
離
を
取
っ

て
の
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
形
で
対
面
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
決
し
て
長
い
と
は
言
え
な
い
国
家
試
験

ま
で
の
残
り
の
時
間
は
先
生
方
に
も
、
仲
間
た
ち
に

も
支
え
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　

国
家
試
験
を
終
え
て
、
学
生
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
学
び
が
と
て
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
た
学
生
生
活
で
し
た
。
卒
業
後

は
専
攻
科
で
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
多
く
の

方
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
て

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
二
度
目
の
ゆ
き
つ
ば
き

を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
、
変
異
株
の

登
場
で
ま
だ
ま
だ
収
ま
る
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

い
つ
も
と
違
う
非
日
常
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
も
、
本
学
で
は
無
事
に
卒
業
生
を
輩
出
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
下
に

お
い
て
歯
科
衛
生
士
に
な
り
た
い
と
い
う
志
を

持
ち
続
け
、
歯
科
医
療
の
現
場
へ
従
事
し
て
い

る
新
卒
の
皆
様
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
多
く
の
苦
難
に
直
面
し

な
が
ら
も
歯
科
医
療
の
第
一
線
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
本
学
卒
業
生
の
皆
様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。
一
日
で
も
早
く
穏
や
か
な
日
常
が
戻
る
よ

う
に
と
願
い
を
込
め
て
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集　

土
田
智
子
）


